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はじめに  
 

 

乳 が ん や 卵 巣 が ん の 進 行 を 抑 え る た め に 、全 身

治 療 と し て さ ま ざ ま な 抗 が ん 剤 が 用 い ら れ ま す

が 、ゲ ム シ タ ビ ン 療 法 は よ く 使 わ れ る 抗 が ん 剤 治

療 の ひ と つ で す 。  

 

抗 が ん 剤 の 副 作 用 に は 個 人 差 が あ っ て 、全 て の

人 に 同 じ よ う に 起 こ る も の で は あ り ま せ ん 。ま た

薬 の 種 類 に よ っ て も 副 作 用 の 特 徴 が 大 き く 違 い

ま す 。  

 

こ の 小 冊 子 に は 、ゲ ム シ タ ビ ン 療 法 に よ っ て 起

こ り う る 主 な 副 作 用 と そ の 対 策 に つ い て ま と め

ま し た 。  

 

ゲ ム シ タ ビ ン 療 法 に よ っ て 起 こ り う る 主 な 副

作 用 の 種 類 、 予 防 法 、 そ し て そ れ が 出 現 し た と き

の ひ と ま ず の 対 処 法 を 知 る こ と に よ り 、不 安 な く

日 常 生 活 を 送 れ る よ う 、こ れ か ら ゲ ム シ タ ビ ン 療

法 を 受 け ら れ る 皆 様 に こ の 小 冊 子 を 役 立 て て い

た だ け れ ば 幸 い で す 。  
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方  法  
《点滴に用いられる 

薬》 :   

以下の 3 本の点滴ボトルを順番に点滴します。  

ボトルの内容                点滴時間 

デキサメタゾン注     （吐き気止め） 約１５分 

ゲムシタビン注     （抗がん剤） 約３０分 

生理食塩液  （点滴管内の抗がん剤を洗い流す） 約１０分 

 

《注射方法》 :  

1 回の点滴にかかる時間は約 1 時間です。 

＜乳がん＞ 

 

  

 

 

＜卵巣がん＞ 

 

 

 

 

 副作用や病状により、休薬したり、中止したりすることもあり

ます。 

サイクル
週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

点滴 休 休 休 休

1 2 3 4

サイクル
週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

点滴 休 休 休

1 2 3

… 
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注射名：ゲムシタビン注 

                 

 

 

 

       

注射部位に違和感や痛みを伴うようなことがありましたら、

医師・看護師にお申し出下さい。  

 

 

 

 

 

 

 

無色透明  

 

細胞が分裂する時、DNA の合

成が行われています。これは、が

ん細胞が分裂する時にも起こり

ます。ゲムシタビンは、がん細胞

に取り込まれて、DNA の合成を

阻害し、がん細胞の分裂を止める

ことで、がんの増殖を阻害したり  

り、死滅させます。  

 

現在、他のくすりを服用されていて、  

薬の飲み合わせなど、気になることが  

ございましたら医師・看護師・薬剤師に  

ご相談下さい。  

事前に医師または医療スタッフにお知らせ

下さい。  



 - 4 - 

副作用とその対策  
 

 

ゲムシタビン療法を行った際の副作用は

すべての方に起こるわけではありません。

その程度には個人差があります。  

以下に主な副作用とその対策についてご紹介いたしますの

で参考にして下さい。  

発疹  

発疹は 4 人に 1 人くらいの割合で起こります。皮膚が赤く

なったり、かゆみを伴ったりすることもあります。症状に合わ

せて飲み薬や塗り薬を使用する場合があります。強く出た場合

は、治療をお休みして様子を見ることもありますので、医師・

看護師・薬剤師に相談して下さい。  

 

発熱  

ゲムシタビン療法を受けてから 3 日以内に 4 人に 1 人くら

いの割合で 38℃くらいの熱が出ることがあります。病院で解

熱剤を渡されている場合は指示通り服用して下さい。  

点滴後 1 週間を過ぎてからの 38℃以上の発熱は  

抗生剤の服用が必要になる可能性が、ありますので  

病院に連絡をして下さい。  
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白血球減少  

血液中の白血球は、体内に細菌が侵入しないように守る働き

をしています。白血球が減少すると細菌に対する防御能が低下

し、発熱や感染を起こす可能性があります。一般的にくすりを

点滴してから１～２週間目に白血球の数が少なくなり、３～４

週間目で回復してくると言われています。この時期には予防が

大切です。  

 

 

 

対  策                    

感染予防のために、外出から帰った際には手洗いやうがいを

しましょう。入浴やシャワーで体を清潔に保つことも大切です。

日常生活の中で、皮膚に傷をつくらないように注意しましょう。 

扁桃炎・虫歯・歯槽膿漏・膀胱炎・痔などがある方は、あら

かじめ担当医にご相談ください。  

ゲムシタビン療法の場合、点滴後 1 週間を過ぎてからの

38℃以上の発熱は、抗生物質の服用が必要になる可能性があ

りますので、担当医にご連絡下さい。  

（国立がん研究センター中央病院  代表 :03-3542-2511）  
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血小板減少  

血小板は、血液を固まりやすくする働きがあります。血小板

の数が少なくなると、出血しやすくなります。血小板の数が少

なくなり、出血傾向がみられる場合は、輸血を行うこともあり

ます。身に覚えのない内出血や血便・血尿・鼻血など見られた

ら、すぐに連絡して下さい。  

 

対  策  

ケガや転倒の危険性がある作業はなるべく避けましょう。体

を洗う時に強くこするのはやめましょう。トイレの後はやさし

く拭きましょう。歯ブラシは毛の柔らかいものを使い、やさし

く磨くようにしましょう。  

 

疲労感  

疲労感は 2 人に 1 人くらいの割合で、  

たいてい点滴当日から 2、３日続く  

場合があります。疲れを感じた時は、  

無理をせずに体を十分に休めましょう。  

また、体を冷やさないようにしましょう。  
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吐き気・嘔吐  

ゲムシタビン療法により吐き気の症状がでることは比較的

少ないと言われていますが、患者さんによっては吐き気が出た

り、食欲が低下したりすることがあります。  

 

対  策  :  

口の中を清潔にしたり、室内の換気を十分に

したりすることで予防することもできます。  

吐き気が出てコントロールできなかった時は、飲み薬や注射

薬を使用することで症状を軽くすることができますので、医

師・看護師・薬剤師に相談して下さい。  

 

 

注射部位の痛み  

       くすりを注射している間に、その注射部位が

痛んだり赤く腫れてきたりした場合、また熱感

やかゆみなどの不快感があった場合は、すぐに

医療スタッフへお申し出下さい。  
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脱毛  

ゲムシタビン療法で軽度の脱毛がおこることがありますが、

頻度は比較的少ないといわれています。脱毛がおこったとして

も、治療を終了すれば回復し始めます。  

 

対  策   

髪の毛が回復してくるまでの間、かつらやバンダナ・帽子な

どを使用すると良いでしょう。シャンプーは刺激の少ないもの  

を使用し、外出の際は直射日光を避けるために帽子や日傘を使

うとよいでしょう。  

悩んだり、不安になる前に、外見に関するご心配ごとがあれば、 

アピアランス支援センターまでご相談ください。 

※オレンジクローバーはアピアランス支援センターのシンボルマークです 

 

副作用の発現時期 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吐き気 

食欲不振 

疲労感 

発疹 

発熱 

白血球・好中球減少 

点滴                       1週間      2週間         3週間 
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お薬の費用について  

ゲムシタビン療法の費用は体表面積 (身長・体重 )によって決ま

ります。  

 

＜乳がん＞  

 

＜卵巣がん＞  

 

 

※2017 年 10 月現在の値段です。  

※上記は抗がん剤のみの費用で診察費や検査費などを含んでいません。  

※高額医療費の支給制度については、国立がん研究センター中央病院１階の  

相談支援センターまでご相談ください。  

 

 

体表面積  

(身長・体重 ) 

1 回あたりの  

お薬の費用  

1 回あたりのお薬の費用  

(3 割負担 ) 

1.2 ㎡  
(145cm・35kg) 

16,937 円  5,082 円  

1.5 ㎡  
(160cm・50kg) 

  20,596 円  

 

6,179 円  

1.8 ㎡  
(170cm・70kg) 

25,022 円  7,507 円  

体表面積  

(身長・体重 ) 

1 回あたりの  

お薬の費用  

1 回あたりのお薬の費用  

(3 割負担 ) 

1.2 ㎡  
(145cm・35kg) 

12,511 円  3,754 円  

1.5 ㎡  
(160cm・50kg) 

  16,937 円  

 

5,082 円  

1.8 ㎡  
(170cm・70kg) 

19,150 円  5,745 円  
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